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　本研究は、 1950年代末か ら1970年代初頭 の ニ ュ
ー ヨ

ー
ク市にお ける 重度精神遅滞

児 ・者 （IQ50 未満の 「訓練可能」級精神遅滞）の 移動訓練プ ロ グ ラム 開発の 背景
・理

念 ・実際 に つ い て 明 らかに した 。 当市にお ける移動訓練は 、 1950年代末に親の 団体で

ある精神遅滞児支援協会 （AHRC ）に よ っ て、「訓練可能」級精神遅滞者の 自立 生活

を目指す プ ロ グラ ム の
一
環で 開発 された 。 そ の 後、移動訓練は、AHRC の プ ロ グラ ム

開発 に参加 した 当市公立学校の 教員に よっ て公立 学校 に も導入 され、1970年に は移動

訓練 は カ リキ ュ ラ ム と して ま とめ られた 。 移動訓練 は、 1950年代末〜 70年代の 「訓

練可能」級精神遅滞者の 教育機会と 自立 の 機会を広げる意義があ っ た 。

キー ・
ワ
ー ド ：移動訓練　「訓練可能」級精神遅滞 （重度精神遅 滞）

　　　　　　 自立 生活　就労セ ン ター　親 の 会

ニ ュ
ー ヨ ーク市

1．は じめ に

　1950年代 末〜 70年代初頭 に 、
ニ ュ

ーヨ ーク

市の 福祉 と教育 （公立学校）の 双方 にお い て 、

「訓練可能」級精神遅滞 （
’‘
Trainable

”
Mentally

Retarded）ある い は重度精神遅滞 （工Q50未満の

Severely　Mentally　Retarded） とい われ る精神遅

滞者 （以下 ， 本稿で は 「訓練可能」級精神遅滞

を用 い る）に対す る移動訓練 （Travel　Training）

プロ グ ラ ム が、立案 され、実践 され る 。 本稿は、

こ の 移動訓練プ ロ グ ラ ム の導入の 経緯 とプロ グ

ラ ム の理念 、 指導 内容につ い て整理する こ とを

目的とする 。

　1950年代 末〜 70年代初頭 の ア メ リ カ 合衆国

（以 下 ， ア メ リ カ ） で は、精 神遅滞者 の 生 活、

精神遅 滞児 の教育 に大 きな変化が生 じた 。 脱施

設化運動に よ り精神遅滞者の 地域生 活の 実現 を

　
＊

筑波大学 附 属 大塚特別支援学校
＊’

筑 波 大 学 人 間系
＊牀

筑 波 大 学 大学 院人 間 総合科学研究科

目指す動 きが活発 に なっ た の で ある。

　1958年 国 防 教 育 法 （the　National 　Defense

Education 　Act）、1965年初 等 中等 教 育 法 （the

Elementary　and 　Secondary　Education　Act　l965）
1〕

を経 て障害児教育 へ の 支援拡大の 方向性が 定ま

り、ケ ネデ ィ大統領の もと連邦政府 に よる精神

遅滞教育へ の 資金提供が なされ （Osgood 匚2005］

62−66； ［2008］ 100，Winzer ［2009］ 105−106 ，

128）、精神遅滞者 の 地域生活 を支える プ ロ グ ラ

ム の 開発 も盛ん に な っ た 。 1960年代 の精神 遅

滞教育にお い て も 、 脱施設化 と地域生活の 実現

をめ ざし、ア カ デ ミ ッ クな教科内容 の 修得 で は

な く、社会生活へ の 適応や 職業的 自立 を目指す

教育が 行わ れ て い た と され て い る （Osgood

［2008］86 ；Winzer ［2009コ106−108，126）。

　ア メ リ カ の 公立学校制度下 における 精神遅滞

教育は、通常教育教科カ リキ ュ ラ ム とは異なる

精神遅滞教育独 自の カ リキ ュ ラ ム を模索 して い

た。

　本稿で取 り上 げる ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市公立学校に
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お い て も、1960年代に は、合 衆 国教育 局 （the

United　States　Offlce　of 　Education）の カ リキ ュ ラ

ム 研究プ ロ ジェ ク トに 同市が 協力し、教育委員

会内の 組織 で ある 精神遅 滞部 （The 　Bureau　for

Children　with 　Retarded　Mental　Development：以下 ，

CRMD ） とカ リキ ュ ラ ム研究発部 （The 　Bureau

of 　Curriculum　Research，　Division　ofCurriculum

Development ）が 、 精神遅 滞の カ リキ ュ ラ ム を

開発して い る （Lynch 匚1961］lll）、 カ リキュ ラ

ム は 、 当時 ニ ュ
ーヨー

ク市で 用 い て い た 「教育

可能」級精神遅滞 （
“
educable

”
　mentally 　retarded ）

と 「訓練可能」級精神遅滞をベ
ー

ス に した分類

で あ る 3 つ の トラ ッ ク
2〕
別 に開発 され て い た 。

本稿で 取 り上 げる 移動訓練 プ ロ グラ ム は 、 ト

ラ ッ ク 3 と呼ばれ た 「訓練可 能」級精神遅滞の

カ リキ ュ ラ ム に含まれ る もの で ある 。

　 こ の ニ ュ
ーヨー

ク市 は、全米で初め て 移動訓

練 が 導 入 され た都 市 と位 置づ け られ て い る

（Western　Michigan　Univers｛ty　and 　Easter　Seals

Project　ACTION ［2004］55）。

　そ して 、 全 て の 児童 ・生徒に通常教育の カ リ

キ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス を義務付けた 2002年以

後 にお い て も、移動訓練は、知的障害者の 自立

と地域生活 を支えるた め の 重要 な教育内容 と し

て 、
ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク市の 特別教 育学 区 District75

にお い て ユ対 1 の 移動訓練プ ロ グ ラ ム と して提

供 され て い る Q

　本稿で は 、 移動訓練 の 導入背景、理念、実態

の 分析 に よ っ て、1950年代末〜1970年代初頭

に 「訓練可 能」級精神遅滞者の 自立 を どの よ う

に捉え て プ ロ グ ラ ム の 開発が 行われ た の か を明

らか に した い
。 また 、 ひ い て は 、 精神遅滞教育

カ リキ ュ ラ ム が どの ような もの で ある べ きで あ

る と考えられ て い た の かの
一

端 を探 る こ とにも

なる と考えられる 。

　本稿 は、文献研 究 を 中心 的 な 方 法 と し、

CRMD の 報 告書 AHRC の プ ロ グラ ム 開発の 報

告書 を主 な資料 とす る 。 また補足 的に 、 現 ニ ュ
ー

ヨーク市移動 訓練 プ ロ グラ ム デ ィ レ ク ター
の グ

ロ
ース 氏 （Margaret　Groce）に行 っ た聞き取 り

調査
31

の 内容を用 い る 。 グ ロ
ー

ス 氏は、1950年

代 末〜 1960年代 に AHRC で 移動訓練に携わ っ

た 後、当市の CRMD で教 師 と し て 移動訓練 を

実 施 し 、 1970年発刊 の 移動 訓練 カ リキ ュ ラ ム

の作 成に携わ っ た人物で ある 。 文献研究 に加え

て 、 聞き取 り調査 を行っ た意図は、実践に携わ っ

た人 々 の 考 えや 、当時 の AHRC とCRMD の 関

係、実践で重視して い た こ とな ど、具体的な有

り様 を把握で きる と考 えた ためで ある 。

　本研究は歴史的研究であ り、歴史的用語を使

用する。

皿．親の会に よる 「訓練可能」級精神遅滞者に

　　対 する移動訓練プ ロ グラ ムの 開発

　 1．親か らの 「訓練可 能」級精神遅滞者の 自

　　　立生活対策の 希求

　 （1）「訓練可 能」級 精神 遅滞 者の 卒業後 の 自

立生 活対策の 必 要性 ：IQ50 未満 の 精神遅滞児

（LowIQ 児 と も呼ば れた） を対象 とする公立学

校 内の 特 殊 学級 は、1928年 に 開設 され、1959

年 に は そ の 数 が 53学 級 に 上 っ た
4〕
（Annual

Report　of 　Superintendent　of 　Schools　of 　New 　York

City［1928］29，匚1959］58）。 当時の 精神遅滞学

級 に 在籍 した 児 童生 徒 数 約 11，000人 の うち、

IQ50 未満の 児童生徒数 は約 800人 と、全体 に 占

め る 割合 は 低 か っ た が （AR ［1959コ58）、　 IQ50

未満の 精神遅滞児 に対する教育の 提供はニ ュ
ー

ヨ ー
ク州の 他 25州で 法に よ っ て 制度化 され つ

つ あ っ た （Johnson ＆ Capobianco ［1957b］4−5）。

その背景 には 、 IQ50未満で あろ うと訓練 を受け

て 成長す る と い う調査結果が提示 され、教育 と

福祉 の 双 方 にお い て IQ50未満 の 訓練 の 可能性

が 理解さ れ は じめ た こ とが あ っ た （Johnson ＆

Capobianco［1957a］xii ）。
ニ ュ

ーヨ ー
ク市教育委

員会 は、IQ50未満 の 精神遅滞児 を、「訓練可能」

級と定め た の である （Lynch ［1961］108）。 こう

した状況は 、 「訓練可能」級精神遅滞児の 親 を、

施設で はな く自宅の あ る地域 で学齢期の 子 ども

を育て る こ とを後押 しした （Tobias ＆ Gorelick

匚1963コ106；Baumgartner［1960］vii）。 そ の
一

方

で、卒業 した成人の 「訓練可能」級精神遅滞者

が 増加する と
5）
（Saenger ［1957］60；Goldberg
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［1959］374）、親は学校卒業後の 成人の 子 どもの

生 活 の あ り方 に 問 題 を 感 じ る よ うに な っ た

（］］obias ＆ Gorelick［1963］106）。

　ユ956年に ニ ュ
ーヨ ー

ク州保健 資源各部局問協

力機関 （New 　Yerk　State　lnterdePa「tmental　Health

Resources　Board　and 　Conduct）は、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク

市 内の IQ50 未満の 精神遅滞児学級の 卒業生の

追跡調査 を行 っ た 。 それに よる と、地域で 生活

をして い た者は 66％ 、 施設で生活 して い た者 は

26 ％ で あ っ た
6）
（Saenger ［1957］60；Goldberg

匚1959コ374）。 こ の こ と は 、 IQ50 未満 の 精神遅

滞児学級の 卒業生 の うち少な くと も4 分の 1 の

者が、学齢期 に地域で 生活 した後、卒業後の 成

人期は施設に入所 して い た こ とを示す 。

　 さ らに 、 卒業 後に地域 で 生活す る者の うち 、

家庭で 家事 を手伝 う者は 55％ 、 手伝 わな い 者

は 45％で あ っ た 。 着衣 や トイ レ の 支援 を要す

る 者は 13％で あ っ た。 また 、家に 1人 で 留守

番で きな い 者は 20％ で あ っ た。つ ま り、子 ど

もを 1 人にする こ とは で きず 、 常に誰かが 子 ど

もに つ い て い なければな らない 状況が 少なか ら

ずあ り、それを担 っ て い たの はほとんどは家族

で あ っ た （Saenger ［1957］93）。 こ の 状況 に よ

り、フ ル タイ ム で 働 く希望を持 っ て い て も不可

能 な母親 もい た （Saenger ［1957］65）。 コ ミュ

ニ テ ィの 移動 につ い て は、家族か ら 1 人 で外を

歩 くこ とを許 されて い な い 者が 5 人に 1 人い た

（Saenger［1957コ91，93，102）o

　 こ の よ うに、「訓練可能」級精神遅滞児の 親は、

学齢期を共に過 ご して も、卒業後に
一緒に暮 ら

せ る か わか らな い 場合 もあ り、た とえ共 に暮 ら

せ た と して も家族 に負担の か か る状況 にあっ た

の で ある 。

　 こ うした状況 を生 む教育 ・福祉制度上 の 課題

として は、「訓練 可能」級 の 卒業後 の 活動場所

が少 な い こ とが あ っ た 。 IQ50 以上の 「教育可能」

な精神遅滞児 ・生 徒に 対 して は 、17歳後 も職

業訓練 の 機会が用意 され 、地 域 の 企 業で 就労す

る道 も開か れ る な どの 支援体制が用意 され つ つ

あ っ たが 、 「訓練可能」級精神遅滞児 ・生徒は 、

初等学校 に 17歳 まで い る こ とを許 される もの

の 、 その 後 の活動場所は用意され て い なか っ た

（Lynch ［1961］108；Tobias＆ Gorelick［1963］6）。

　こ の よ うな状況 は 、 「訓練可能」級精神 遅滞

児の 親に、子ど もの た め の 自立生活対策をよ り

拡 充 し て ほ し い と い う要 望 に 向 か わせ た

（Goode ［1998］46−53）。

　（2）自立生活の ニ ーズ を満たす非職業訓練 プ

ロ グ ラ ム の 必要性 ：先述の 親の 思 い を受けとめ、

「訓練可能」級精神遅滞者の 地域生 活の た め の

活動を先導 したの は、親 の団体で あっ た 。
ニ ュ

ー

ヨ
ー

ク市で は 、 1949 年に設立 した 精神遅 滞児支

援協会 （the　Association　for　the　Help　of　Retardation

Children；以 下，AHRC ）が運動を展開 して い た
7〕

。

「訓練可能」級精神 遅滞 児 を もつ 4人の 親で 設

立 した AHRC は 、 開設年の会合には 200人 の参

加者 を集め 、 翌 年 1950年 に は 10
，
000人の 名前

が 名簿に載る な ど急激 に支持 を拡大 した （Goode

［1998］51）。 創 設初期 の AHRC は 「訓練 可能」

級精神遅滞者の地域 におけるサービ ス の構築 を

掲げて い た こ とか ら （Goode ［1998］63）、前述

の 支持の 拡大は、人 々 の 「訓練可能」級精神遅

滞者 の 地域生活 へ の 関心 の 高 さを示 して い る 。

AHRC は開設後 、 個 別 支援 （ケ ース ワ ーク ）、

余暇支援等 を実施 し、 「訓練可能」級精神遅滞

者の 地域生活対策として 、 1954年に保護的作業

所 （the　sheltered 　workshop ）を全米で初めて開設

した の で ある （AHRC ，
2013）。

　保護的作業所を運営する 中で 、親 と AHRC の

ス タ ッ フ が気づ い た こ とは、「訓練 可能」級精

神遅滞者 の 中に は 「教育可能」級 に提供す る よ

うな職業訓練の プ ロ グ ラ ム とは異 なる内容 を必

要 とす る 者 が 多 く存 在 す る こ とで あ っ た

（Tobias＆ Grelick匚1963］1）。

　そ こ で AHRC は 、 1959〜 62年に 「訓練 可能」

級精神遅滞者に必要なプ ロ グラ ム を提供す る就

労デ イセ ン タ
ー

（Occupational　Day　Center）を設

置 し、プ ロ グ ラ ム 開発に着手する の であ る 。

　AHRC が 開発を 目指 した プ ロ グ ラ ム の 目的

は、「訓 練可 能」 級 精神遅滞者 に   社会 に 適

応 し生活する方法を提供する こ と 、   地域 で

生活 し続 け る支援 をす る こ と、  日常生活 ス
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キ ル の 訓練 （移動と家事 と身辺処理 の ス キ ル ）

を提 供す る こ と で あ っ た 。 こ の プ ロ グ ラ ム を

AHRC は 「自立生活のための 訓練」（Training　for

independent　living）と呼 んだ （Tobias＆ Gorelick

［1963］表題）。
つ ま り、 AHRC は 「訓 練可 能」

級精神遅滞者 に とっ て の 「自立生活」 を、賃金

を得 る仕事 の 獲得 で はな く、地域生活 の 実現 と

広 い 意味で捉えた の で ある 。 そ して 、地域生活

の 実現 の た め に必要 なこ と を生 活 ス キル と し

た 。 それまで 精神遅滞教育で は、一般 的に、移

行期 ・青年期で の 仕事の獲得 を目指 した職業訓

練が行われ て きたが 、AHRC はその ような取 り

組み で はな く、 地域生活 の 実現 を目的と したプ

ロ グ ラ ム の 開発 を 目指 した の で あ る 。 こ の

AHR ．C の試み は 、 精神遅滞教育 ・福祉史にお い

て大 きな転換点とい え る 。 移動訓練 は こ の プ ロ

グラ ム の 中で試行 されるの で ある。

　 2 ．AHRC に よ る プロ グラム 開発 （1959 年

　　　〜62 年 ）

　 （1）プ ロ グラ ム の 全体像 と移動訓練の 位置づ

け ：ユ959年か ら 62年まで の 3 年間に実施 され

た就労デ イ セ ン ターの プ ロ グ ラ ム 開発 は 、 次の

ス タ ッ フ に よ っ て 実施され た 。   セ ン ターの 全

運営に責任 を もつ セ ン ター長 、   家庭 ・学校 ・

病院な どか ら被訓練者の 生育歴 を調査 し連携を

とる ソ
ーシ ャ ル ワ

ー
カ
ー

、   訓練 を計画 し、場

所や 地域 との 連携を管理する指導者、  実際に

訓練 を行 う 5 名 の 訓練者、  被訓練者 に心理検

査 をする心理 士、  見学者や 親か らの 問い 合わ

せ へ の 対応 を調整する事務長で ある （Tobias ＆

Gorelick［1963］13−17）。 こ の よ うに ソ
ーシ ャ ル

ワ
ー

カ
ー

や心理士 の 専門家など の組織 的な運営

を担う人 的資源が 用意され て い た とい える。

　被訓練者 は、94名で 、そ の うち公立学校 の

IQ50 未満の 精神遅 滞学級の 出身者が 48名、公

立 学校 の対象外 とな りAHRC の 活動に参加 して

い た者が 11名、私立学校出身者が 15名、州立

施設に い た者が 1名 、 学校 に通 っ て い なか っ た

者 1 名 で あ っ た 。 さらに 、 公立 学校 の 「教育可

能」 な精神遅滞学級出身者の うちIQ50 〜 54 の

者 が 16名、IQ55 〜 65の 者 が 3名 参加 した 。 全

参加 者の うち最 も知 能指数の 低 い 者 で IQ15 で

あ っ た （Tobias＆ Gorelick［1963］25）。

　 プ ロ グ ラ ム の 内容は 、 主に   移動訓練 、   身

辺 自立 （Grooming　and 　self−care）、   地域 へ の 適

応 （Orientation　to　the　community ）、  報酬を得

る活動 （Remunerative　work ）、  言葉や数の 指

導 （Academic 　instruction）であ っ た （Tobias ＆

Gorelick［1963］32−67）。 AHRC は 、 移動訓練 を 、

就労デ イセ ン ターの 目的を理解す る上 で他 に は

変えがた い プ ロ グラ ム で ある と位置づ けた。 最

大限の 発達 、 依存 の 軽減 と大人の 態度を養 うこ

とは 、 親 もス タ ッ フ も疑 い な く望む こ とだ っ た

ため である （Tobias＆ Gorelick［1963］36）。身

辺 自立や地 域へ の 適応 で は、地 域 に出た実際の

活動 と 、 家庭で の 機能的ス キル （例 えば ；靴紐

を結ぶ） の 練習など 、 練習 と応用の 活動が設定

され て い た
8）
。報酬を得る活動で は、作業を通

して 、 自主性 、 自信や長時間の 集中力 を養 うこ

とが 目指 された
”）

。 言葉や 数の 指導 で は、地域

生活 に必要な単語 （例 えば
“
down 　town

”
、
“
exit

”
、

“
subwa ジ など）、数、お金 を見分ける こ と等が

指導された （Tobias＆ Gorelick［1963］48−59， 67−

68）。

　 こ の よ うに、1959年 の プ ロ グラ ム の 内容 は、

単に経済的 自立 を目指す職業訓練の 提供で は な

く、地域 生活 の た め の 指導 を強調 した 内容 に

な っ て い た 。 なお、こ れ らの プ ロ グ ラ ム は、心

理士に よ る検査 と、身辺 自立 ・日常 の 生活 の 様

子 ・余暇の 時間 ・移動の 能力に 関する家族へ の

調査 を踏 まえて 、ソ ーシ ャ ル ワ
ーカーが家族 に

受ける べ きプ ロ グ ラ ム を提案す る とい う手続 き

を経て 実施 され て い た 。 ソ
ー

シ ャ ル ワ
ー

カ
ー

の

役割は、家族 に選択す る プ ロ グ ラ ム を説明 し、

家族 の 意向を汲ん だ上で プ ロ グ ラ ム を調整す る

こ とだ っ た （Tobias＆ Gorelick［1963］6−7）。 「
“
9［1

練可能」級精神遅滞者の よ り豊か な地 域生活の

実現の ため に 、 指導者 と家庭 との 共通理解 を図

る こ とを重視 し 、 個 々 の ニ ーズ に応 じた指導計

画が 立て られ て い た とい える 。

　AHRC は、移動訓練に よ っ て獲得 され る 自分

で 地域 を移動する ス キ ル は、「自立生活に は重
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要」と捉 えた 。 移動訓練の プ ロ グ ラム開発は、「訓

練可能」級精神遅滞者の 自立生活の た め の プ ロ

グラ ムの
一

環として 導入 され実施されたので あ

る （Tobias ＆ Gorelick［1963］36）。

　（2）1 対 1 の 移動訓練プ ロ グ ラ ム の 実際 ：移

動訓練 は、当初 、 親の 反対があ る状況か らの ス

タ
ー

トだ っ た 。 親 は、自分 の 子 どもが一人で 街

の 中を移動する事に対 し、犯罪に巻 き込まれ た

り迷子 になる危 険性が ある こ と 、 周 囲の 嘲笑 、

そ もそ も学習する能力が ない こ と 、 心配す るあ

ま り親の ほ うが体調 を崩すこ とな ど様 々 な不安

を訴えた 。 ソ ーシ ャ ル ワ
ー

カ
ーと親が 何度 も

セ ッ シ ョ ン を重ね 、 移動訓練 の 実施に前向きに

なっ た親 もい たが 、 無 関心 な親 もい た （Tobias

＆ Gorelick［1963］37）。

　そ こ で AHRC は、移動訓練の 成功 を目指 し、

注意深 く最初の 被訓練者を選ん だ。最初の 被訓

練者 は、「情 緒が安定 して お り、 社会的 に成熟

した者」で、尚か つ 、「親が社会的影響力を持 ち、

AHRC の ス タ ッ フ の 判断を受け入れ る用意 の あ

る者」だ っ た （Tobias＆ Gorelick［1963］37）。

　 さらに親の 心配を緩和するために 、 AHRC は

1対 1 の 移動訓練 の 方法を採用 し 、 次の ル ール

を設けた 。   最適 な公共 の 交通機関を選び 、 ス

タ ッ フ が個人指導者 （チ ュ
ー

タ
ー
） として 1対

1 で 通所の 指導する、  被訓練者の 安全 に は ス

タ ッ フ が責任 をもつ
、   経路 を完全 に攻略す る

まで 一人で 移動させ ない こ と で ある （Tobias ＆

Gorelick［ユ963］38）。

　 こ の よ うに AHRC は、戦略的に 親へ 働 きか け 、

明確な責任 の 所在 を示す など、 移動訓練の 成功

に向けて綿密な計画 を練 っ て実行に移 した とい

える 。

　報告書に 掲載された 1対 1の 移動訓練の 記録

で は 、 各生 徒が 的確な判断 を で きて い るか 、 指

導者が見極め なが ら実施 して い る様子が窺 える

（Tobias＆ Gorelick［1963コ38−44）。 例 えば 、 信

号 の ある交差点に きて赤信号 の とき、指導者は

隣に い る被訓練者に どうする べ きか尋ねる 。 被

訓練者は、注意深 く交差路を確認 し、信号の 色

を判断 し 「待 つ 」 と答えた 。 指導者 は 、 彼が よ

い 判断を して い る こ とが わか っ たが 、 交差 点で

安全に渡る ことが 出来る と確信する まで練習を

続けた 。

　
一
方で 失敗 した例 も報告書で は 示された 。 地

下 鉄で 乗るべ き電車とは反対の ホーム の 電車に

乗車 した生徒が い た 。 被訓練者 に見 つ か らぬ よ

う尾行 して い た 指導者 は 、 降 りる よ う促 し、 地

下 鉄の乗 り方と出口 を教 えた 。 その 結果 、 その

生 徒は正 しい 地 下鉄に乗れ る ように な っ た が、

問題は他に も生 じた 。 元 々 友好的な性格で あ っ

た そ の 被訓練者は 、 慣れ る と車中で 騒 ぎ悪 ふ ざ

けをする よ うにな っ た。報告書には、「彼の 場合、

駅の 中で移動で きるか疑問を持 っ た」 と指導者

の 見解が記録 され た 。

　 こ の 1対 1の プ ロ グ ラ ム の 成 果 と して 、

AHRC は、こ れ まで 一人 で 移 動 した こ とが な

か っ た者が 、訓練を受ける こ とに よ り、移動訓

練 プ ロ グラ ム を受けた 60人の うち 36人 （60％）

が、指導者や親の 監督をつ けずに公共交通機関

を利用 して セ ン タ
ー

に通所で きる ように な っ た

こ とを 示 した 。

一
方で 、24 人 （40％ ）は、専

用の バ ス で セ ン ターに通 う必要があ る と判断 し

た。AHRC は、高い 確率で 成功 を収め た理由 と

して 、 各被訓練者の ニ ーズ （specific 　needs ）に

合 わせ て調整 したこ と を挙げた 。

　そ して AHR ．C は、知能 （intelligence） と自立

して移動す る能力の 問には 関係性がある と認め

た 上 で 、IQ35 を上 回る 訓練生 に 対 し て は、ほ

ぼ完全 に 移動訓練の 効果が あ り、 下回る者 に も

可能性 はあ る と結論づ けた （Tobias ＆ Gorelick

［1963コ　111）。

　（3）先行的取 り組み として の AHRC の プ ロ グ

ラ ム 開発 ：1959年プ ロ グ ラ ム の 開発 が 実現 し

た背景 に は 、次の こ とが あ っ た 。

　第
一

に 、 多様な協力支援者の 獲得 に成功 した

点で ある 。
ニ ュ

ーヨ ー
ク市 はユ ダヤ 系移民が多

く、AHRC 創設当初 の メ ン バ ー
の 多 くが権利運

動を積極的に展開する ユ ダヤ系ア メ リ カ 人だ っ

た こ とで ある。AHRC の 活動を研 究した Goode

（1998）は 、 「もちろ ん AHRC 自体 は 、
ニ ュ

ーヨ ー

ク市の 多様 な民族 と宗教 を包含す る組織で あ っ
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たが 」と前置きした うえで、初期の 発展 にお い

て は ユ ダヤ 系ア メ リカ人 に依拠 し て い た面 は少

な くなか っ た と述 べ て い る （Goode ［1998］42）。

また、支援者の 中に は 、CRMD の デ ィ レ ク タ ー

の リ ン チ、 コ ロ ン ビ ア 大学 の 研 究者などの 専門

家、精神遅滞の教育実践 に明 る い 公立学校教 師

まで 、 「草の 根か ら専 門家 まで 」名 を連 ねて い

た （Tobias＆ Gorelick匚1963］106）。 こ の よ うな

支援 を取 る こ とが で きた 背景 に は 、 AHRC の

デ ィ レ ク ターを務 めた ジ ョ セ ブ ・ウ ェ イン ゴー

ル ド （Weingold ，
T ，　JQseph 　1904 − 1987）の 尽力

がある 。 彼 はニ ュ
ーヨ ー

ク市生 まれで、オク ス

フ ォ
ー

ド大学で学士号を取得、そ の 後 コ ロ ン ビ

ア大学で 法学の 学位 を取得 して お り、 親や精神

遅滞者の メ ンバ ー
か らの信頼は厚 く、慕われ て

い た。ニ ュ
ー ヨ ーク州知事や ニ ュ

ーヨ ーク州政

府 と積極的 に会い 、精神遅滞 の 教育や 地域生活

の 改善 を訴 える な ど AHRC の 活動の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ を執 っ た の である
1°）

（Goode 匚1998］46）。

　 第二 に、資金 を得 る こ とが で きた 点で ある 。

実際 に就労デ イセ ン ターの ビ ル を利用で きたの

は、ユ ダヤ系ア メ リ カ 人の 婦人組織の 支援に よ

る もの だ っ た （Tobias ＆ Gorelick 匚1963］ii）。

また、当プ ロ グ ラ ム に対 し、国立 精神保健研究

所 （the　National　lnstitUte　 of 　Mental　Health） も資

金援助 を行 うこ と とな っ た （Tobias ＆ Gorelick

［1963］ii）o

　 こ の ように人的資源 と資金 に よる支持 を得 た

AHRC は、自らの役割を親へ の支援のみ な らず、

「他の 地域や施設で 活用 し得る訓練方法を工 夫

し、 公 立 学校 ・私立 学校 ・州立学校 と協働 し、

遅滞児 の カ リキュ ラム を発展 させ る こ と」 を想

定する よ うに な り、 こ の よ うなプ ロ グ ラ ム をど

の ような機 関が管理すべ きで あるかを判断す る

材料 を提供で きる と考えた （Tobias ＆ Gorelick

［1963］4−5）。 1959年 か らの AHRC の プ ロ グ ラ

ム 開発 は 、 国からの 資金援助を受ける など して 、

学校教育機 関で 「訓練可能」級精神遅滞児 ・生

徒 に指導す るための 先行 的取 り組み と して の 意

味が あ っ たの で ある。

皿．公立学校 にお け る移動訓練プロ グラ ムの導

　　 入

　 1 ．公立学校 にお ける 「訓練可能」級精神遅

　　　滞児 ・生徒の カ リキ ュ ラ ム 開発の 必要性

　上 述 の よ うに 1959年〜 62年に AHRC が 行 っ

た プ ロ グ ラム開発で は 、 CRMD の デ ィ レクター
、

教員 もプ ロ グラ ム を支援 した 。 実際、現職の 教

師で あ っ た グ ロ
ー

ス 氏は、AHRC に参加 した後、

1960年代 に は CRMD の 「訓練可能」級精神 遅

滞児 ・生徒の 学級で 移動訓練 を し、 公立 学校の

移動訓練 の 導入 に 貢献する の で ある （2013年 7

月筆者聞 き取 り）。 グ ロ
ー

ス 氏に よれば、「1960

年代、AHRC と CRMD は、精神遅滞の 児童生徒

の 教育の 改善 し、 彼 らを地域の 中に包含す る べ

く共に仕事を続けて い た」の である （2013年 7

月の 聞 き取 り）。 CRMD の 積極性 は 、 それ まで

未開拓だ っ た 「訓練可能」級精神遅滞児 ・生徒

の 卒業後の 地 域 生 活を、親 と共に考えて 創 り、

十分卒業後の 生 活 を見通 した 上 で、そ の 生 活に

繋が る 教育 を開発 しよ うと した こ と に見 出せ

る 。

　 1960年頃 に は 、 精神遅滞者の 地域生 活 を実

現する ため の 条件は 、 賃金 を得る仕事に就 くこ

とだ けで は ない こ とを CRMD も認識 し て い た 。

それは 、 CRMD が 、 基本的には賃金就労 を目指

す 「教育可能」級 と 、 賃金就労 を目指 さな い 「訓

練可能」級 の児童生徒 の 教育 に つ い て それ ぞれ

に独 自の カ リキ ュ ラ ム を作成 しよ うとして い た

こ とか らも明 らか で ある。

　「訓練可能」級精神遅 滞者 に対 し、賃金就

労 を 目指 さず地域生 活 を実現 させ る とい う見

解 は CRMD に限 っ た こ と で は なか っ た 。 1960

年 に は 、
ニ ュ

ーヨ ーク 州教 育委員会 の 精神遅

滞教育担 当の バ ウ ム ガ ル トナー （Baumgartner ，

Bernice）は、「訓練可能」級精神遅滞者 は 、 保

護的作業所 （sheltered 　workshop ）に通 う生活を

する こ とが望 ま しい と述 べ た 。 そ の 生活 とは、

恒久保護 （custodia1 ）や 乳幼児の ような生活 で

は な く、 日常生 活面で 自立 はす るが 家族の 監督

は不可欠で 、経済的な自立 は不可能で 、 経済 的

サ ポ
ー

トを必要 とす る生活であ る （Baumgartner
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ヨ
ー

ク市における 「訓練可能」級精神遅滞者移動訓練〔Travel　Training｝プロ グラム開発の 過程

［1960］2）。 さ らに 1962年に合衆 国健康教育福

祉省 （US ．　Department　of 　Health，　Education，　and

Welfare以下 ，
　 HEW ）で行われ た精神遅滞の教

育 と リハ ビ リテ
ーシ ョ ン に関する今後の 方針を

協議
ユ11

に お い て も、「オ キ ュ ペ ーシ ョ ナ ル な適

応 とは以前は 『子 ど もが仕事 （job）を得 る こ と』

とい っ た単純な もの であ っ たが 、現在 はその よ

うな単純な もの で は な く」（HEW ［1962］35）、

「訓練可能」級 と 「教育可能」級の よ り重度 に

近 い 精神遅滞者は、保護的作業所で プ ロ グ ラ ム

を受 け る こ とが 望 ま し い と さ れ た
ユ2）

　 （HEW

［1962］71）。 そ して 学校教育で は、保護的作業

所に通 う生 活を見込ん だ プ ロ グ ラ ム を実施すべ

きとした
13＞

（HEW ［1962］37）。

　こ の よ うに 「訓練可能」級精神遅滞児 ・生徒

に対 して は 、 将来 、 保護的作業所で プ ロ グ ラ ム

を受けなが ら地域生 活 と ノ ー
マ ライゼ ーシ ョ ン

を実現 する こ とを想定 し、「教育可能」級 の 精

神遅 滞児 ・生徒 とは異なるプ ロ グラ ム が必要と

考 え ら れ た の で あ る 。 そ の 実 現 の た め に 、

CRMD は、
　 AHRC で 行 っ た指導を教室で も試行

した 。 またカ リキ ュ ラ ム 開発部 と共 同で ワ
ー

ク

シ ョ ッ プを精力的 に行 っ て い くの で ある 。

　 2．CRMD による移動訓練プロ グラム 開発

　 （1）「訓練可能」級 カ リキ ュ ラ ム の全体像 と移

動訓練プ ロ グ ラム の 位置づ け ：1970年に CRMD

は 、 カ リキ ュ ラ ム 開発部 とと もに 、 重度精神 遅

滞児 ・生徒を対象 とする移動訓練の プ ロ グ ラ ム

を作成 した 。 当プ ロ グ ラ ム の 巻頭で は、「訓練可

能」級精神遅滞児 ・生徒 に対す る教育方針が次

の よ うに提言された 。 教育目的は 、 「社会参加 し

自らをつ くっ て い くため の 準備をする こ と」で

あり、教員の 責務は、「地域や働 く世界へ の 移行

を容易にするた め の 能力とス キ ル を提供する こ

と」で ある 。 「生活 （life）とは家庭、地域、コ ミ ュ

ニ テ ィ セ ン タ
ー

、 作業所にあ り、 意味のあ る生

活は、尊厳を得て 周囲の 人 々 の 中に参加 し貢献

す る こ と」で あ る こ とが 強調 され た （N ．Y 　City

Board　of 　Edu．
，
　BCD

，
　CRMD ［1970］1）。

　上 記の 目的を実現する ため に 、 CRMD は 、 「訓

練可能」級精神遅滞カ リキ ュ ラ ム の 領域 を  環

境ス キ ル 領域、  ソ ーシ ャ ル ス キ ル 領域、  コ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ス キル 領域 、   経済領域 、  

余暇活動ス キル 領域 、   家庭訓練領域 に定 めた 。

移動訓練は、環境 ス キ ル 領域 に含まれ る 。 当領

域 に は、移動訓練の ほか 、安全 ス キ ル 、機能的

な数概念 、 自然 と科学、身体 と運動協調、環境

の 言葉、ソ
ーシ ャ ル ス キル の 内容が含 まれて い

た 。 こ の カ リキ ュ ラ ム の 領域名か らも、社会参

加 と地域生活 を視点 に教育内容 の まとま りを捉

えて い る こ とがわか る 。 こ れは 、 IQ50未満 の

精神遅滞学級創 設期 の 1930年頃に は 見 られ な

い 特徴で ある
14〕

（AR ［1931］426；匚1934コ79）。

　また、CRMD は、移動訓練をカ リキ ュ ラム の

特長 と捉えて い た 。 その 理由は 、   移動訓練が 、

ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル や コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル

の よ うに教室で行 う学習 で地域の 中で実際に行

う訓練 で あ り、 カ リキ ュ ラ ム の 目的に 合致し て

い た こ と、  「訓練可能」級の 精神遅滞者が社

会環境の 中で 「生活し （live）、適応 し （adapt ）、

生 き抜 く （survive ）た め に必要」なス キ ル の
一

つ と して 移動訓練を捉 えて い た こ とが挙げ られ

る 。 そ して 、 CRMD は、 「訓練可 能」級精神遅

滞児 ・生徒 の 移動する力 を発達 し得 る 能力で あ

る こ とを強調 したの で ある （N ．Y 　City　Board 　of

Edu．，　BCD ，　CRMD ［1970］1）。

　こ の よ うに、 ニ ュ
ーヨ ー

ク市公立学校で は、

地域生 活の 実現 を目指す 「訓練可能」級精神遅

滞カ リキ ュ ラ ム の 中に 、 不可欠な内容と して 移

動訓練 を位置づ けたの で ある 。

　 （2） 移動 訓練 プ ロ グ ラ ム の 実際 ：1970年 に

発刊 され た 「訓 練可能」級精神遅 滞児 ・生徒の

移動訓練プ ロ グ ラ ム は、身近 で単純 な状況か ら

よ り広範で 複雑な環境にお ける移動 を 、 学校生

活の 文脈に 即 して 段階づ けて構成す る 、 とい う

特徴が あ っ た 。 具体的には次の 4 つ の 段階が あ

る 。   ス ク
ー

ル バ ス か ら離れ る段階 （バ ス の 乗

降）、  学校環境 へ の 適応 （校舎 に入 る 、 教室

に入 る 、 学校 の 周 り、 学校 の 外）、   近隣環境

へ の 適応 （自宅 へ 、ス ーパ ーマ ー
ケ ッ トへ

、 専

門店 へ
、 地域機 関へ ）、  複雑 な環境 へ の 適応

（地下鉄で 、エ レ ベ ー
タ
ーで 、タ ク シ ー

で 、飛
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行機 で ）で ある 。 また共通する 内容と して バ ス

停の 行動の 仕方、バ ス の 乗 り方を学ぶ 。

　 プ ロ グラ ム に記 された各段 階の 活動の 計画例

を見 る と （Table 　l）、まず、行動場面に必要な

知識 ・判断 ・具体的な行動を分析 し、次に 、教

室で の疑似体験で知識を得て練習を し 、 地域で

実際にで きるか確認する と い う活動が計画 され

て い た こ とがわか る 。

　 また、プ ロ グ ラ ム に は、教師に必 要な能力が

明記 され て い た 。 それ は 、   児童生 徒の 活動に

対する分析力、  個人内差に 応 じ て 、 感覚運動

を提供 するか、日常的経験 を提供す るか、練習

と応用 を どの ように提供する か を考察する力、

  出か ける活動か ロ ール プ レ イか 、 機 能的社会

的経験 （functional　social 　experience ）か 、 手指

の 操作 的活動か、個別指導か集団指導か等を選

択す る力、  映像 や写真 や テ
ープレ コ

ー
ダ
ーな

どの 多様 なメ デ ィ ア資源を活用 する力、  現実

性 を出 して地 域 に参加する練習の た め に家庭 と

地 域資源 を活用す る力、  教室 を実験室 と して 、

実演の 単位 と して 、 社会的環境 と して ア レ ン ジ

す る力 、   児童生徒 に 学校内外で 決め られ た ス

キル を使 わせ る力 で あ る （［1973］3）。 グ ロ
ー

ス 氏は、こ れ らを 「タ ス ク の 分析」 と表現 して

い る。 タ ス ク分析は 、 指導者に とっ て 、 被 訓練

者の 必要 とす る ス キル を把握 し、 どの ようにそ

の ス キ ル を獲得 させ 支援す る か を明 らか に する

た め に、1970年頃〜2013年現在 にお い て 共通

して 重要で あ り、 教員同士で よ く話 し合 い 、 妥

当性 を確 認 しなが ら進 める べ きとされ て い る

（2013年 4 月 、 8 月聞 き取 り）。

　 こ の よ うに 1970年 の 移動訓練 プ ロ グ ラ ム は 、

教 室で集団に対 して行う移動訓練の 授業計画例

を示 した点で 、AHRC の プ ロ グ ラ ム とは異 な っ

て い た 。 また綿密 なタ ス ク分析 と計画 の必要性

を提起するな ど、現在の移動訓練に も通 じる指

導の 基 本 を示 した もの だ っ た 。

　（3）移動訓練の 意味づ けの 変化 ：ニ ュ
ーヨー

ク市 「訓練可能」級精神遅滞教育 にお い て 、移

動訓練 プ ロ グ ラ ム 開発に 関連 して生 じた大 きな

変化 が あっ た 。

　そ れ は、1961年に 17歳 か ら 21歳 の 「教育可

能」 な精神遅滞生徒の ため に開設 されて い た就

労訓練セ ン タ
ー

（Occupational　Training　Center）

の 通所条件が、1969年に 「教育可能」か ら 「自

立 して （
一

人で ）移動 して 就労訓練セ ン ターに

通 うこ とがで きる こ と」 に変更 された こ とで あ

る （Groce，2013）。 こ れ は、 自立 して 移動が 出

来る の で あれ ば、教育可能で な い 精神遅 滞生徒

も就労訓練セ ン ターに通 うことがで きる ように

なる こ とを意味 して い た 。

　 CRMD の 就労訓練セ ン タ
ー

は、　 AHRC の 就労

デ イ セ ン タ
ーとは、プ ロ グ ラ ム の ね ら い を異に

して い た 。 就労訓練 セ ン ターは 、 本来、教 育可

能な精神遅滞生徒 の 賃金就労 を目指すために通

う機関で あり、「働 く経験 を通 して 、潜在能力

を雇用条件に適うよ うに改善する こ と」を 目的

として い た （Nalven ＆ Adela ［1970］1）。就労訓

練セ ン ターに通 うこ とは、「訓練可 能」級精神

遅滞生徒 の 就労の 可能性 を広げる意味 も有 して

い た の で ある 。

　 しか し先述 の よ うに 、 「訓練可能」級精神遅

滞者に対 して は、AHRC も賃金就労で は な い プ

ロ グ ラ ム を試行し、健康教育保健省の 協議にお

い て も、 経済的な自立 を 目指さない 保護的作業

所 で プ ロ グラ ム を受ける こ とが望 ましい と い う

見解が出て い た 。 それに も関わらず 、
ニ ュ

ーヨー

ク市 が就 労訓練 セ ン ターの 条件 を 「教育可能」

か ら 「自立 して 移動で きる こ と」 に 変更 した理

由に は、 次の こ とが考 えられる 。

　第一
に、条件か ら 「教 育可能」 を除 い た理由

と して 、 わずか で は ある が 、 IQ50 未満の 精神

遅滞 を対象 とす る学級 の 卒業生の 中に 、 賃金就

労に就 く者が い る こ とをニ ュ
ーヨ ー

ク市教育委

員会 は把握 して い た 。 既述 の よ うに 、州が 実施

した 当学級 の 卒業生 の 追跡 調査 で 27％ は賃金

就労 を して い た （Saenger ［1957］65）。 また 、

当市は教育可能／訓練可 能の 分類 を、知能指数

で 目安 を決め て い たが 、社 会 的発 達 （social

matUrity ）と情緒の 安定 （emotional 　stability）の

程度、心理検査 における個 人内差の 大 きさ等に

よ っ て知能指数の 目安 とは異 なる トラ ッ ク
21

に
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1950年代末〜1970年代初頭ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市に おける 「訓練可能」級精神遅滞者移動訓練 （Travel　Training）プログラム開発の 過程

Table　1 移動訓練プ ロ グラム の 「IV．学校の 外」で行 う教育内容
一

部例

IV 学校の外
ス キ ル 生徒 が 目指す結果 （outcome ） カ リ キ ュ ラ ム の 経験 教 材

…略

3．交通 標 識 3． 3． 3．

（目印）を安全
・
緑の ラ イ トで 渡る こ とを知 る一 一

・
従うべ き安全 ルール リ ス トをつ ・“

Waik 　 in　 the

に見 る ・黄色 の 意味 は 、 待 つ こ と、を くる Ci取
”
　 R ．　 Daws 。 n

知 る
・
テ レ ビ プ ロ グ ラ ム Vikhlg　Press

・“Don
’

tWalk で 待 つ こ とを知
・人 々 が 道路 を渡っ て い る 写真か ・写 真 セ ッ ト

る ら、彼 らが 何 を 間違 え て い る の か

・“Walk
”
で 歩 くこ と を知 る 言う。「正 しい 」方法を演 じる

・ル ール に した が っ て 教室、学校

を歩 く。チ ェ ッ ク リス トで 進歩を

確認す る。
・
必要な と き助け を求 め る こ と ・警察ゲ ーム ・地域 で 助けて くれ

を知る 例えば、 る 人の 手人形

「お まわ りさ ん 、私 は迷子で す ［」 例 えば、警察

「私の 名前は〜で す ！」

「私の 住所は〜で す 1」

大事なボ キ ャ ブ ラ リ
ーを強調す る

…略

共通 の 内容 （Common 　Carrier）
ス キ ル 生徒 が 目指す結果 （outcome ） カ リ キ ュ ラ ム の 経験 教 材

1，バ ス 停 の 1． 1． 1．バ ス の お もち ゃ

適切 な場所 ・バ ス 停が わ かる
・地 域 の ど こ にバ ス 停が あ る か、 （MMiller 　 ＆　 R

に 立 つ 学級 で 出か ける Z砺  G．Schimler
Co．製）

・バ ス 停 を見つ ける た め にあ ら ・白黒 の 新 聞 紙や 雑誌を切 る。適 ・新聞紙、雑誌、交

あ ら ゆる 適切 な 目印（culues ）を 切 な 色 に塗 る、例 えば黄色の バ ス 通機関の カ タ ロ グ

使 う の 線
一

黄色い バ ス の 線 ・黄色い ブ ロ ッ ク 、 ビーズ 、
ベ グ

一
待 っ て い る場所へ の カ

ーブ を分ける

一
サ イ ン の 形

・
カ
ーブ の あ る 場所 を見 に 行く。

一
バ ス 停 の サイ ン ロ ケーシ ョ ン、か た ち、機能 を メ

モ す る。近 い 将 来 の ス キ ル を レ ビ

ユ
ーす る 。

・他 の 色 の 中か ら黄色 を選びマ ッ

チ ン グす る

・
円 とひ し形 をマ ッ チ ン グ する

・
円 と ひ し形の 色をマ ッ チ ン グ す

る。もうひ とつ は ど こ ？

・交通標識ゲーム

・ボ キ ャ ブ ラ リーの レ ビ ュ
ー

BUS ，　BUS 　STOP
・監督や補助な しにバ ス停を見 ・家庭訓練プ ロ グ ラ ム

ー
親に 生徒

つ ける に 共通の 内容を身につ け させ る よ

う鼓舞す る 。 生徒 は自分の 経験 を

関係づ ける

…
略

（出典 ；N ．Y 　City　Board　ofEdu ，
，
　BCD

，
　CRMD ［1970］35，39，

40か ら作成 ．
＊ 下 線は マ マ ．「1 ．登 校す る と き」、「且．教室 の 中」、「皿．学校 の 周 り」、の 後 に 「IV．学校 の 外」 の 内容

が計画 され てい る．）
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移動 させ る こ と も行 っ て い た の で ある （Lynch

［1961］109−110）。 グ ロ ース 氏 も、 筆者の 聞 き取

り （2013年 4 月） に お い て 「トラ ッ ク は、ア

カ デ ミ ッ ク と機能的ス キ ル に よ っ て 分け られ

る。それ に は IQ も含む」 と述 べ て お り、IQ の

数値 の みが児童生徒 の 分類 の 判断材料で なか っ

た こ とがわか る 。 したが っ て地域生活 にお ける

自立の あり方や賃金を得る就労の 可能性に つ い

て も、「教育可能」 か 「訓練可能」か で 、 単順

に 二 分す る の で は な く、 境界 線が あ るこ とを

CRMD は 認識 しい て い た の で ある 。

　第二 に、「自立 して 移動で きる こ と」 を基 準

とした 理 由として、移動訓練は、単 に道順 を覚

える こ とで はな く、 安全へ の 判断 、 ソ
ーシ ャ ル

ス キ ル 、コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル、情緒の 安

定、状況判断な ど、就労す る上 で も必要 な能力

を包含 しい てお り、CRMD は、精神遅滞者 に とっ

て も公共交通機関
15｝

を使 い
一

人 で移動 で きる

こ とは 、仕事の獲得 を増やす こ とを促す と捉 え

て い た こ とが ある （Nalven ＆ Adela ［1970］10）。

移動訓練 は 、 地域生活の 実現 を目指す重度精神

遅 滞生徒の み な らず、賃金就労を 目指す精神遅

滞生徒に対 し て も共通 して 必要 となる前提だ っ

た の で ある。

　 1970年の 夏 、 CRMD は就労 訓練 セ ン タ
ー

に

通 う者 とセ ン ター通所の 候補者合 わせて 170名

の 精神遅滞 の 生徒に対しサ マ
ー

プ ロ グ ラ ム を実

施 した 。 プ ロ グ ラ ム で は移動の 能力に つ い て も

確認が な され た。ほ とん どの 生徒が 当セ ン ター

ま で 自立 して通所で きて い た
一

方で、 ニ ュ
ー

ヨーク市内の 公共交通機関を利用 した他の 場所

へ の 自由な移動 に つ い て は不可能 な生徒 もお

り、当セ ン タ
ー

は こ れ を問題だとした （Nalven

＆ Adela ［1970］10）。就労を獲得す る上 で は、

一
箇所 に 通 うこ とが で きるだ けで はな く、よ り

自由に多 くの 場所 に通 えるこ とが必要だ っ た 。

こ の点 は AHRC が 導入 した経緯 とは異 なる点で

あ る 。 こ の よ うに、CRMD は 、地域生 活の 実現

とい う面だけで はな く、就労に もつ なが る もの

と して 移動訓練 を捉 えて い た の で ある 。

N ．むすび

　 ニ ュ
ーヨー

ク市にお ける移動訓練 は 、 1950年

代末 に 親の 団体 で あ る 精神遅 滞児支援協会

（AHRC ）に よ り、従来 の 仕 事ベ ー
ス の 環境や

作業所で の 活動 とは異 なる ニ ーズを もつ 「訓練

可能」級精神遅滞者 （重度精神遅滞者） の 「自

立生活」 を目指すプ ロ グ ラ ム の
一
環で実施 され

た 。 当時、親の 会 AHRC と ニ ュ
ー ヨ ーク市公立

学校 CRMD は互 い に協力 関係 にあ り、 重度精

神遅 滞の 成 人 ・児童 生徒 の プ ロ グラ ム や カ リ

キ ュ ラ ム を開発する と い う共通 した 課題 を有 し

て い た。AHRC とCRMD の 協力体制が 、プ ロ グ

ラ ム 開発の 原動力 とな っ た 。

　 AHRC は 、 「訓練可能」級精神遅滞者 に とっ

て の 「自立 生 活」とは 、 地域生 活の 実現で あ り、

その ため に は生活 ス キ ル の 獲得が必要だ と考 え

た。AHRC の 1959年プ ロ グ ラ ム で は地域 を 1人

で 自立 して 移動する能力 も獲得す べ きもの と考

えられた 。 プ ロ グラ ム の 試行後 、 AHRC は 「訓

練可能」級精神遅滞児の 中には IQ が 50を下回 っ

て も独立 して移動が可能 に なるな ど訓練の 成果

を得 られ る者が い る こ とを主張 した 。 また 、 合

衆国健康教育保健省か らは、「訓練可能」級精

神遅滞児 ・生徒 の 教育は 、 職業前教育と して の

作業や ソ ーシ ャ ル ス キル ・生活ス キル の プ ロ グ

ラ ム を提供する作業所 を 目指す カ リキ ュ ラ ム を

提供すべ き との 見解が 示された 。

　 こ うした状 況は、ニ ュ
ー ヨ ーク市公立学校に

次の 変化 を もた ら した。第
一

に、公立学校は、

移動訓練 を重度精神遅滞児 ・生徒の プ ロ グ ラ ム

を開発 し 、 1970年か ら導入 し授業で行 うよ う

に なるに至 っ た 。 第二 に 、 公立学校 に設置 され

て い た 17歳か ら21歳 まで の 精神遅滞 を対象 と

する就労訓練セ ン タ
ー

で プ ロ グ ラ ム を受 ける条

件を 「教育可 能な精神遅 滞」か ら 「独 立 して移

動 で きる者」 に変更 した 。 移動 訓練は 、 「訓練

可能」級精神遅滞者の 地域生 活の 実現 と就職の

獲得の 両方に寄与する訓練と位置づ け られた 。

　移動 訓練 の 導 入 は 、 1950年 代末 〜70年代初

頭の 「訓練可能」級精神遅滞児 ・生徒 の 教育機

会の 拡大と成人の 「訓練可能」級精神 遅滞者の
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1950年代末〜1970年代初頭ニ ュ
ーヨーク市における 「訓練可能」級精神遅滞者移動訓練 （TraveヱTraining）プロ グラム開発 の過程

地域生活 にお ける 自立 の 機会 を拡大 させ た 。 移

動訓練は 、 精神遅滞者の 地域生活の 実現 と、家

族を含めた 生活支援 、 家庭や親の 会と学校の 共

通理解 と協力 を基盤 とする教育の 実現を 目指す

1950年代末か ら 1970年代の 精神遅滞教育に生

じた理念 を象徴する指導だっ たとい える。

付記

　資料収集な らび にイ ン タ ビ ュ
ー調査に 際 し

て 、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市 District75の デ ィ レ ク タ
ー

の Margaret 　Groce 氏 、　 HiroyUki 　Yamada 氏 をは じ

めDistrict75の ス タ ッ フ の皆様に は多大 なる ご

協力を頂 きま した 。 ここ に感謝申し上 げます 。

註

1） 1958年国防教育法で は 、 大学におけ る精神遅

　　滞 教 育 指導 者 の 育 成 に 資 金 提供 が な さ れ 、

　　 1965年初等中等教育法で は 、 障害児教育 、 低

　　所得者 層 の 家庭、教 師 の 給与 に対 し資金提供

　　 がなされ た （Winzer［2009］279−280］。

2） ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市 で は IQ50 未満 の 「訓練 可能」

　　 級 精神 遅滞 は トラ ッ ク 3 とい う定 め られ た教

　　育ル ー トを通 り卒業する 。 そ れ は 、 中等学校

　　 に 通 うこ との で きる 「教育可 能」級精神遅滞

　　児 （トラ ッ ク 2 ；IQ50〜59） とア カ デ ミ ッ ク

　　 な学習をする高等学校や職業訓練をする 高等

　　学校 に 18歳 まで 通 うこ と の で きる 教 育可能な

　　精神遅滞 （トラ ッ ク 1 ；IQ60〜70） とは異な

　　る もの だ っ た （Lynch ，
　1961）。

3） 聞き取 りは、2013年 1 月か ら 8 月ま で実施 し

　　 た 。
ニ ュ

ー
ヨ
ーク市District75の グ ロ ー

ス 氏の

　　 オ フ ィ ス の 2 回 の 訪 問 と 、 イ ン ター
ネ ッ トを

　　介 した質疑応答の 複数回の や りとりで行っ た。

4） IQ50 未満 の 精神遅 滞児 ・生徒を対象 とする学

　　級は 、 社会適応が可能な児童生徒 に限定 して

　　 い た （AR 匚1934］79；Smith［1941］169）。1941

　　年に は ニ ュ
ーヨ ーク市は 当学級の 対象の 条件

　　に IQ40 以上 IQ50未満を加 えた （saenger［1957］

　　 xviii）。 1956年 の 時点 で、全米 で は 21州 と コ ロ

　　 ン ビ ァ特別区が 重度精神遅滞児の プ ロ グ ラ ム

　　 を法律を制定して 地域 の 公立学校で提供 して

　　 い た 。 それ らの 州 の うち、開設学級が 10学級

　　 に満たない州は 4州 ＋ コ ロ ン ビア特別区の 1

　　州 で あ り、10〜20学級 は 5州、20〜50学級

）5

）6

）7

）8

）9

10）

は 5 州、50〜100学級 は 6 州 で あ っ た （Johnson

＆ Capobianco ［1957b］4−5）。1920年代末に開

設さ れ た IQ50 未満の 精神遅滞児 ・生徒 を対象

とする学級 と 1950年代の そ れ は、連続性 をも

つ 　　（Saenger［1957］xv ）0

1929〜56年 に卒業 し た 重度精神遅滞者数 は

2，640人に達 した Saenger［1957］60 ；Goldberg

［1959］374）。

残 りの 8 ％ は 既 に 死 亡 し て い た （Saenger

［1957］60；Goldberg ［1959］374）。

親の 団体の精神遅滞者の 地域生活の実現に 向

けた運動 の 高ま りは ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市に 限 らず、

1950年まで に 19州 で 88団体が開設されて い た

（Winzer ［2009］125）。親の 団体に よ る活動 は

全米 で 活 発化 し て い たが、作 業所 の 開設 は、

AHRC に よ る 設 置 が全 米 で 初 め て あ っ た

（AHRC ，2013）。

身辺 自立 で は、衣服 を選 び購入す る こ と
・着

衣 の ス キ ル ・衛生 ・トイ レ の 使用 の 仕方等 を

家庭 と 協 力 し 実 施 さ れ て い た （Tobias＆

Gorelick ［1963］48−53）。地域 へ の 適応 で は 、

食材 の購入 ・レ ス トラ ン の利用 ・近隣地域 の

散策等が 行わ れ た （Tobias ＆ Gorelick ［1963］

54−57）。

報酬を得る活動の 特徴は 、  指導者は、「被訓

練者が監督者か らの 圧力で 基準 とな る行動に

合わ せ る の で は な く、 自ら進ん で 行う」た め

に 専 門性 があ り的確な指示す る こ と、  1 つ

の 作業単位は 、 次の作業の 開始を促すもの で

ある こ と、  監督者の 介入は で きる だけ少な

くし、 訓練者が長い 時間作業に集中 し、自己

決定 させ る こ と、  作業 をする こ とで、自己

満足を得て、次の作業へ の意欲へ とつ なげる

こ と で あ っ た （Tobias ＆ Gorelick ［1963］58−

59）。

ウ ェ イ ン ゴール ドが死去 した 1987年に は、「彼

の 強力 で 効 果的な擁護がなければ、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク 州 の 遅滞者 の 生 活は今 よ りも豊 か に な っ て

い なか っ た」 と評 された （AHRC ［1987］1）。

ll）助 言 者 の 中 に は、教 育 委 員 会 の 教 育長、

　　Council　for　Exceptional　Childrenの局長、大学教

　　員な どがお り、 AHRC の デ ィ レ クタ
ー

である

　　 ウ ィ リ ア ム ・フ ラ ン ケ ル （Fraenkel，　William ）

　　 もい た （HEW ［1962］77＞。

12） 作業所 で 実施す る プ ロ グ ラ ム に は 、会話、公
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本間　貴子
・
米田　宏樹

・
野口　晃菜

　　園整備、余暇活動、家事、健康に 関する サ
ー

　　 ビ ス 、園芸等 の 地域 で 役 立 つ 内容 を含む べ き

　　で ある とさ れ た （HEW ［1962］60）。

13）  社 会性 （自助 を含む）領 域、  家庭 領域、

　　  ア
ー ト と工 芸 領域、  職業前 の 訓練領域、

　　  作業所 （sheltered 　workshop ）あ る い は仕事

　　 を学ぶ カ リキ ュ ラム 領域が望ましい とされた

　　 （HEW ［1962］37）D

l4） IQ50未満 の 精神遅 滞学級 創 設期 （1930年頃）

　　 の 教育 内容 に つ い て は、衛 生 ・健康教育 ・体育 ・

　　 リ ズ ム 学習・ゲーム ・感覚訓練・ス ピーチ トレー

　　 ニ ン グ ・手 工 ・単純 なハ ン ドワ
ーク ・自然 ・

　　社会の 内容 ・簡単に数 える こ と ・マ ナ
ー・モ

　　 ラ ル ・昼食準備 や食事 と関連す る 活動 ・音楽 ・

　　歌 ・描画等 を行 っ て い た と さ れ （AR ［193ユ］

　　426； ［1934］79＞、1970年の カ リ キ ュ ラ ム の 領

　　域の まとま りは見 られなか っ た 。

15） 実際 に、移動す る 能力 は、公共交 通機関 が 発

　　 達 した大都市 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市 の 市 民 に とっ て

　　不可欠で あっ た 。 当市の 地下鉄は 1904年に 開

　　 通 し、す ぐに 1 日の 利用 者 は 60万人 に 上 っ た 。

　　 1920年代 に は ほ ぼ現在 と同様の路線が完成 し

　　 て お り、人 々 の 日常用 い る交通手段 と な っ て

　　い た の で あ る （Homberger ［2005］126・127）。

Abbreviations

AHRC ；Association　fbr　the　Help　ofRetarded 　Children

AR ；Annual 　Report　of　Superintendent　of 　Schools　of

　 New 　York　City．

HEW ；U ．S．　Department　ofHealth ，　Education，　and

　 Welfare。

N ．Y 　City　BoaTd　of　Edu，，　BCD ，　CRMD ；New 　York　City

　 Board 　 of 　Education
，
　 Bureau 　 of 　Curriculum

　Development 　in　cooperation 　with 　the　Bureau　for

　 CRMD ．
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Historical Study on  Developing the Trayel Training of  the Mentally Retarded

               in New  Ybrk  City from 1950 to 1970s

Iletkako HOMMA',  Hiroki YONEDA"  and  Akina  NOGUCHI"'

 This paper clarifies  the background, principles, and  actuality  of  the program  and  curriculum

development of Travel Training for the severely  mentally  retarded  (the 
"trainable"

 mentally  retarded

with  IQs below 50) in New  Ybrk City frorn the late 19SOs through  the early  1970s. In the  latc 1950s,

the Association for the Help ofRetarded  Children (AHRC), a parents' organization,  carriecl out  Travel

Training in New  Ybrk  City as  part of  a  program  aiming  at  providing independent living for the

severely  mentally  retarded. Travel Thraining was  introduced to New  Ybrk City public schools  by the

teachers who  participated in the program development ofAHRC,  and  was  taken  up  for severely

mentaliy  retarded  childrcn  as  part of  the curriculum  in the public schools  from 1970. Travel training

signified  an  expansion  of  the opportunities  fbr education  and  independence for the severely  mentally

retarded  from  the late 1950s thTough  the 1970s.

Key words:  Travel Training, severely  mentalLy  retarded  ("Trainable" mentally  retarded), New  York

       City, independent life, occupational  center, parent's agency
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